
 

 

 

 

 

 

【保護者・地域のみなさまへ】 

 

 

 

  

 

 

 新年あけましておめでとうございます。本年も

本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお

願いします。 

 コロナの感染者数が少しずつ増える中，新しい

年が始まりました。気を引き締めて３学期をスタ

ートしなければなりません。 

 さて，年の始まりなので新聞やテレビ番組では，

現代社会の問題や未来への課題がよく特集され

ています。そんな中，気になった新聞記事から紹

介します。「未来へのデザイン」と題した，文化

思想家のローマン・クルツナリックへのインタビ

ュー記事です。クルツナリックさんは世界各国で翻訳された「グッド・アンセスター」の著者です。

グッド・アンセスターとは，『よき祖先』という意味です。この著書の中でクルツナリックさんは「未

来について考えることは，私たちが将来の子孫にとって『よき祖先』であろうすることに等しい」と

言っています。そして現代社会は行き過ぎた「短期思考」に覆われていると指摘しています。「私た

ちの関心は『今ここ』だけに集中し，未来を見据えてなすべきことをじっくり考える『長期思考』が

欠けています。『よき祖先』という発想は，私のオリジナルではありません。ポリオのワクチンを開

発した学者が１９７０年代に発した言葉でした」と述べています。 

 また具体的には「２１００年の世界を思い描こう」としています。２１００年は遠い未来ですが，

人生１００年の言われている現在，今の中学生にも見ることのできる可能性のある未来です。 

 この記事を読んでＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の大切さを再認識しました。本校でも２年生が

総合の時間にＳＤＧｓに取り組み，学校教育の中でも広がってきています。本校でも１７の目標を学

びながらさまざま場面と関連づけ，学習を進めています。 

 近年スーパーのレジ袋が有料になったりして，自然環境の保護を考える機会も増えてきました。私

もよく利用するスターバックスコーヒーも使い捨ての紙カップからマグカップや樹脂製のグラスに

代わっていくようです。 

 化石燃料を大量に使用し，当たり前のように経済成長をめざした今の社会が大きな転換期に来てい

ることを強く感じます。 

 このような記事を読んでやっぱり学校教育のことを考えました。 

 この記事と同じように「学校教育も結果を急いではいけない」とよく言われます。学校教育も，社

会の変化に応じて，教育改革が進み，過去の知識の習得の教育から大きく変化をしてきています。 

 今学校は習得した知識・技能を自在に活用して質の高い問題解決を成し遂げ，よりよい人生を送る

ことができるところまでを視野に入れた教育を進めることをめざしています。テストの結果や高校へ

の進学ももちろん大切ですが，さらにもっと先を視野に入れた学校教育目標が必要になっています。

社会の変化を敏感に感じ取り，その変化に対応できる学校が求められています。新型コロナウイルス

の感染拡大で学校に生徒一人１台のパソコンが入りました。これも突然の大きな変化です。 

 これからの社会は，すぐに答えの出せない，そして正解がない，最後はまわりがその答えで納得の

いく納得解でしか解決方法が見つからない問題が増えてくるでしょう。 

 問題解決について，以前本で見つけた幼稚園での出来事を思い出しました。子どもの可能性を感じ

たできごとです。紹介します。 

 あるクラスで劇をやることになった。多くの子が主役をやりたがるから，配役がなかなか決まらな

い。困った先生が「どうやって決めたらいいと思う」と尋ねたら，子どもたちから「じゃんけんで決

める」「くじ引きで決める」といろんな案が出た。 

 そんな中，ある子が「僕はにらめっこがいいと

思う」と言った。 

 担任の先生は「面白いことを言い出すなあ」と

思ったものの，なぜ「にらめっこがいい」と言っ

ているのか，その理由が読めなかったから，その

子に尋ねた。 

 「どうして，にらめっこがいいと思うの？」 

 すると，その子が大きな黒目を真っ直ぐに先生

へと向けて，こう言った。 

 「だってさあ，にらめっこだったら，負けた子

が笑っているでしょ」 

 この子も最初はじゃんけんやくじ引きを思いつ

いただろう。しかし，多くの友だちが真剣に主役

をやりたがっている気持ちやじゃんけんで負けた

り，はずれくじを引いたりした友達の気持ちを考

え，仲間への気持ちを思いやる中で，ふと「にら

めっこ」が浮かんできたのではないだろうか。 

 本当に見事な問題解決だと思います。「なるほ

ど！」と納得のいく納得解です。子どもの果てし

ない可能性を感じました。 

 本校もこの３学期は，これまでの取り組みを振

り返り，成果や達成できなかった点を確認し，職

員全員で新年度への新たな目標づくりに取り組ん

でいきます。 

日 曜日 1 月 行 事 予 定  

6 木 始業式 私学進路教育相談 

7 金 私学進路教育相談 

10 月 成人の日 

11 火 
学校教育アンケート配布 25日まで 

ＰＴＡ実行委員会 戎祭礼巡回 

13 木 

3年校内学力診断テスト 

1年 2年チャンジテスト 

1年生百人一首大会 

14 金 2年百人一首大会 

24 月 私学出願予定日 

26 水 3年学年末テスト 

27 木 3年学年末テスト 

28 金 3年学年末テスト 

教育目標『自らの課題に取り組む主体性の確立を指向し、創造的思考力に富み、豊

かな人間性を備えた心身ともに健康な人間の育成をめざす』 

学校通信                      令和 4年 1月号 

                                  堺市立殿馬場中学校 

校長  茶谷 佳行 

 

2月の主な行事予定 

3日（木）学校保健委員会 

10.11日（木 祝）私学入試 

10日（木）新入生保護者説明会 

10日（木）1年生校外学習予定 

16～18日（水～金）3年公立一般選抜懇談 

17.18日（木 金）公立特別選抜入試 

18日（金）1.2年生合唱コンクール予定 

 

 


